
歴史的風致形成建造物の概要 （No.1）

ふりがな きゅうかたのけじゅうたく ふりがな よこてし

名称 旧片野家住宅 所有者 横手市

用途 住居 建築年代 明治中期から大正期頃

重点区域 北部重点区域 指定等 未指定

ふりがな よこてしはぐろちょう

所在地 横手市羽黒町10番20号
指定基準

エ　その他、横手市の歴史的風致
の維持及び向上を図る上で重要な
もので、市長が認めた者

特徴・所見
（歴史的風致
を維持・向上
する上での需
要性・景観的
価値など）

　かつての横手城下である「内町」地区は根岸町、羽黒町、上内町、二葉町など横手川
右岸（東側）に広がる旧武家地である。戊辰戦争により横手城が落城（1868年）した際
に、内町の武家屋敷群もほとんどが焼失するが、現在でも当時の地割は踏襲されてい
る。
　旧片野家住宅は、羽黒町にある旧武家地を利用した明治以降の大規模建造物である。
広大な敷地の周囲を板塀で囲い、明治から大正期に建築された主屋や明治期の建築の煉
瓦蔵のほか、長岡安平が設計したとされる庭が現存する。主屋は、木造二階建て、複雑
な屋根をなす鉄板葺。煉瓦蔵は、木骨煉瓦造二階建て、切妻造妻入鉄板葺。文庫蔵及び
味噌蔵は、土蔵造二階建て、切妻造妻入鉄板葺である。いずれも明治中期から大正にか
けての建築と考えられる。煉瓦蔵は棟札から明治38年の上棟が確認された。門は薬医門
で、ヒアリングから明治期に建てられたものと思われる。塀は明治末とされる古写真に
塀が設置されていることが確認できる。
　現在の羽黒町上内町地区は、板塀や生垣が並ぶ景観で武家地であった頃の風情を伝え
ており、景観重点地区に指定されている。上内町の遠藤家住宅主屋、同土蔵（国登録）
と並び、羽黒町の旧片野家住宅は、景観重点地区を構成する重要な建造物である。ま
た、かまくら行事の際には本建造物の板塀の前にかまくらが設置され風情ある景観を創
出している。
　旧片野家住宅は、戊辰戦争からの復興と羽黒町上内町景観重点地区の核となってい
る、横手城下の歴史的風致を象徴する建造物である。
　(※歴史的風致形成建造物として指定する物件は主屋、煉瓦蔵、文庫蔵、味噌蔵、門、
塀である。）

（位置図）

旧片野家住宅

※1/2500の都市計画図を縮小して表示しています。

旧片野家住宅



写真等

門（薬医門） 主屋

味噌蔵

文庫蔵煉瓦蔵塀（南側）

主屋と煉瓦蔵（南側から見る）


